市民による文化活動成立の文化的要因 : 飯田市の人形劇フェスタを事例に by 松崎, 行代









地域 コミュニテ ィの形成 と機能の活性化につ

























































な広が りを持って浸透 している。フェス タに



























1.飯 田市の概要一 「伝統芸能の宝庫」 と
　「人形劇のまち」一
(1)伝統芸能の宝庫 飯田










んに行われた。飯 田で生産 された煙草 ・和















































劇界は、職業専門劇団(劇 団 と略記)が 一同
に会する場 を持てない組織力の希薄 さ、また、
劇団の多 くをアマチュア劇団(ア マ劇団 と略
記)が 占める状況での芸術性向上への課題 な
ど、い くつ もの問題を抱 えていた。 こうした
実態に鑑み、 これか らの 日本の人形劇の発展
のためにも、劇団もアマ劇団も、年に1度 参
















　 しか しなが ら、カーニバル10回までの 「市





































































であ り、情報の提供や各運営 を行 うための実
務を担当するというものとなった。「みる　 え
ん じる　ささえる　わた しがつ くる トライア
ングルステージ」(いいだ人形劇フェスタ実行
委員会,1999)をこの祭典にかかわる一切の










実 行 委 員 長
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て ・公民館関係団体の代表 として ・1γrA役員












































































































い取 られた。同 じ頃、黒田(飯 田市上郷)で
は、正命庵の遊芸堪能な正岳真海が、近隣の
若者を集めて三味線や人形を弄んだと伝えら


















谷の人形芝居 は従来の真似の域 を脱 し、素人



























居よりも、上手下手 は別 として誰でも取 り付





















瑠璃(人 形芝居)や 歌舞伎の ようなお金のか
かる芸能でも、好 きとなれば進んで学ぶ積極













　 こうして、最初は買い芝居 を観て楽 しんで
いた人々は、観て楽 しければそれを自分たち












































































































こうして獅子舞は、大正 ごろ最 も隆盛 を博 し、
その後は衰退 していった。昭和40年代後半
(1970～75年)には休止が相次 ぐほどとなった。
　 しか しながら、平成にはい り、再び各地区
で活発な取組みが展開されるようになる。な









舞が招待 され参加 した。 これを機に、平成
20(2008)年より同地区で南信州獅子舞フェ





















て4・50年を1周 期 として盛衰 を繰 り返すと
考えられ、その点か らみて、昭和30年代以降、
獅子舞が衰退 した後に、飯田に新たな芸能が
















特色 をもつ 自分たちの地区の獅子舞を創造 し
たのに通 じていて妙である。
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